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目的 

近年，SDGs についての社会的関心が急速に高まってい

る。学校教育でも SDGs が取り上げられる機会が非常に多

くなってきている。SDGs の 17 の目標の中でも環境に関す

る問題は、日本の子どもたちにとって”日常の天気”とも関連

する身近な問題である。一方で、海水面の上昇や干ばつな

ど、日常生活の中で目にすることがなく、メディアなどを

通じて伝え聞くにすぎない、「遠い世界」の問題でもある

といえる。例えば「地球全体の気温が 2℃上昇する」という

事象がどのようなことによって生じ、それによって引き起

こされる変化がいかなるものなのかを理解することは、小

学生にとっては容易なことではないだろう。 
こうした「身近さ」と「遠さ」のジレンマは子どもに限

った問題ではないのかもしれない。世界 8 都市（東京、ニ

ューヨーク、トロント、ロンドン、フランクフルト、パ

リ、ミラノ、モスクワ）の生活者を対象として行われた環

境意識に関する国際比較調査で、東京の生活者は「地球温

暖化への危機感」や「経済発展より環境保護を優先」とい

う態度を世界 8 都市中トップの割合で持っている一方、

「地球環境に配慮した行動が日常的な習慣になっている」

という割合は最下位だったことが報告されている（博報堂

生活総合研究所, 2007）。日本の生活においては、知識とし

ての「環境問題」は十分に持ち合わせていても、それが具

体的な行動の変化になかなか現れてきにくい、何らかの特

性があるのかもしれない。 
発達的視点に立てば、児童期のこどもにとって、抽象的

概念・科学的概念から個別具体的な問題を理解することは

困難であり、むしろ、日常生活に根差した概念理解からこ

うした問題を理解するといえよう。そのため、環境教育に

おける様々な体験から、抽象的な環境問題を理解する必要

がある。そういう意味において、学校教育における環境教

育は、環境問題をすべての子どもたちに伝えるために重要

な役割を果たすといえるだろう。 
一方、環境問題に関してはスウェーデンの環境活動家グ

レタ・トゥーンベリの活動に象徴されるように、特に若い

世代の方が、年配者に比べ問題意識が強く、様々な行動を

起こしている傾向があることも知られている。教育の場で

取り扱われなかったとしても、マスメディアや SNS などを

通じ、子どもたちはその情報を得、問題意識を育むことが

できるのかもしれない。教育現場で教師たちが感じている

以上に環境問題に対して子どもたちが敏感になっている場

合もあるだろう。 
環境問題が重要なのは、最終的には志向性に関わらず、

すべての人々にその影響が生じるからである。例えば勉強

が好き、嫌い、あるいは得意、苦手ということ、あるいは

政治信条や宗教的信仰を問わず、誰しもに関連する問題で

ある。そのため、文字通り、だれ一人取り残さずにこの問

題について考え、行動を起こすことができるような状況を

作っていく必要があるだろう。そのために環境問題に対す

るリテラシーをどのように高めていくか、という問題は、

様々な観点から検討していく必要があると考えられる。 
こうした問題意識から、本研究は小学生が持つ環境問題

に関するリテラシーがどのような要因によって高まってい

くのかを調査することを目的とした。具体的には、野外活

動への親和性、生活の中で実施されている環境に配慮した

生活様式や家庭における環境問題に関する会話の頻度、従

来の教科学習への親和性といった要因が、環境問題に関す

るリテラシーを高める要因になっているのかを小学生と対

象とするアンケート調査を実施することによって明らかに

しようと試みた。 
このうち、野外活動への親和性に関しては、外遊びが身

近な環境や動植物への興味を育み、環境問題に関する知識

の高さに影響するだろうという仮説を立てた。また、環境

問題に関する関心は、本来的には従来の学習教科への関心

とは独立であるべきだと考えられるが、現実にはどのよう

な状況になっているのかを検討した。また、学校教育以外

での環境問題に関する働きかけについても検討することと

した。 

方法 

調査対象者と調査時期 
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鳥取県内のH 小学校に通う 3―6 年生の児童を調査対象と

した。この対象となった小学校は学年ごとに地域の自然環

境を題材とした環境教育が行われていた。 

調査は 2021 年 12 月に実施し、児童 272 名（3 年生 72
名、4 年生 67 名、5 年生 72 名、6 年生 61 名）から回答を

得た。 
質問紙 

最初に「小学生がどのくらい環境問題についているか知

るための調査」という趣旨を説明した。そのうえで答えた

くない質問には答えなくてもよいこと、もし回答しなくて

も不利益を被ることはないことを伝えて協力を依頼した。

なお、質問項目における漢字表記についてはルビを振り、

読解を助けた。 

最初に学年と年齢を尋ねた。つぎに野外で活動すること

への志向性を把握する目的で「外で遊ぶのが好きです

か？」と尋ね、4 件法で回答を求めた（「1.とても好き」、

「2.まあまあ好き」、「3.あまり好きではない」、「4.まっ

たく好きではない」）。 
 環境を守る生活習慣がどの程度定着しているのかを把握

する目的で、子どもが家庭や学校など生活の場で実践でき

そうな生活習慣の定着の程度を尋ねた。質問項目の作成に

あたっては、博報堂生活総合研究所（2008）の調査で「環

境に配慮した行動」として用いられていた行動様式を参考

に、小学生でも実践できそうな生活習慣を文章化した。具

体的には「つぎにあるような、環境をまもる活動をしたこ

とがありますか」と尋ねたうえで、「つかっていない部屋

のあかりを消す。」、「つかわないときは、水道の蛇口を

閉める。」、「洗剤やシャンプーなどは必要な分だけ使う

ようにする」、「物を長く、大切に使う。」という 4 つの

事柄に関して、どのくらい実践しているのかを 4 件法

（「1.よくしている」，「2.たまにしている」、「3.ほとん

どしない」、「4.まったくしない」）で答えるよう求め

た。これらの質問項目に関する妥当性については、調査対

象校の教諭にも確認した。 

 次いで環境問題に対する知識の程度を把握する目的で、

環境問題に関する具体的なトピックスを尋ねた。「環境教

育指導資料［小学校編］」（国立教育政策研究所，2007）
を参考に、小学校の環境教育において念頭に置かれている

トピックスを選んだ。具体的には、「地球温暖化：温室効

果ガスがふえ、地球の気温が上がって北極などの氷がと

け、海面が上昇したり、気候が変化したりすること。」

「大気汚染：車の排気ガスや工場の煙突から出た煙で空気

が汚れること。」「土や水の汚染：工場からもれた物質や

農薬などが、土や水を汚すこと。」という 3 つのトピック

スに関して、知っているかどうかを 3 件法（「1.よく知っ

ている」、「2.聞いたことはある」、「3.初めて聞いた」）

で回答を求めた。 

 家庭内での環境問題への接触機会を把握するために、環

境問題について話す頻度を尋ねた。具体的には「あなたは

あなたの家族と環境問題について話しますか。あてはまる

ところに〇をつけてください。」と尋ね、4 件法（「1.よく

話す」、「2.たまに話す」、「3.ほとんど話さない」、「4.
まったく話さない」）で回答を求めた。 

 教科学習に対する好意度を把握する目的で、国語、算

数、および理科について、それぞれそれらの勉強がどのく

らい好きか、4 件法（「1.とても好き」、「2.まあまあ好

き」、「3.あまり好きではない」、「4.まったく好きではな

い」）で回答を求めた。 

 最後に、児童が「環境」をどのようにとらえているのか

を把握するために、自由回答方式で学内外での環境に関連

した活動の経験について尋ねた。具体的には「学校で環境

についての授業、活動をしたことがあれば書いてくださ

い。」「学校ではないところで、環境についての活動をし

たことがあれば書いてください。」と尋ねた。 

 使用した質問紙に関しては付録として添付した。なお、

本調査は鳥取大学地域学部の倫理委員会の承認を受けたう

えで実施された。 

結果 

最初に学年ごとに野外活動への志向性についての回答を

まとめた（図 1）。各学年において 1、2 の選択肢を選ぶ割

合が多く、全体として外で遊ぶことへの肯定的な姿勢が強

く表れた。 

 

図 1 学年別にみた「外遊びは好きですか」の回答傾向（1.
とても好き～4.まったく好きではない）。縦軸は人数。 

 

 「環境を守る生活習慣」に関連する 4 項目の相関を求め

たところ、「つかわないときは、水道の蛇口を閉める。」

と「物を長く、大切に使う。」の相関がほぼ無相関

（r=.098）であり、それ以外に関しては互いに弱い正の相

関（r=.227―.374）がみられたため、「環境を守る生活習慣

得点」として習慣が定着しているほど得点が高くなるよう
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に加算して得点化した（得点範囲：0―12）。この「環境を

守る生活習慣得点」に関して、学年ごとに平均値を算出し

た。3 年生から順に 10.6（SD＝1.47、以下同様）、

11.0(1.67)、10.5（1.72）、10.7（1.21）となった（図

2）。学年を説明変数とする単回帰分析を行ったところ，学

年による平均点の変化に有意な変化はみられなかった

（β=-.02, 調整済み R2 =.003, F（1, 267）<1）。 
  

 

 

図 2 学年別にみた「環境を守る生活習慣得点」 

 

 
 

図 3 学年別にみた「環境に関する知識得点」 

 
次に、「環境問題に関する知識」に関する 3 つの質問に

ついて、項目間の相関を確認したところ，互いに中程度の

正の相関（r=.444―.574）があった。このため，「環境を守

る生活習慣得点」と同様、「環境問題に関する知識得点」

として習慣が高いほど得点が高くなるように得点化（得点

範囲：0―6）した。この「環境問題に関する知識得点」に

ついても学年ごとに平均点を算出した。3 年生から順に

2.15（2.04）、3.51(1.54)、3.13（1.99）、3.74（1.69）と

なった（図 3）。「環境問題に関する知識得点」に関しても

学年を説明変数とする単回帰分析を行ったところ，学年の

上昇に伴い得点が上昇する傾向が確認された（β=.44, 調整

済み R2 =.062, F（1, 267）=18.65, p<.05）. 
 

 

 

図 4  家庭における環境問題への接触機会頻度 

 

家庭での環境問題への接触機会を尋ねた質問項目に対す

る全学年での回答割合を図4に示した。肯定的回答とし

て，272 名中「よく話す」24 名（9.1％）、「たまに話す」

97 名（36.6％）となり、否定的回答が「ほとんど話さな

い」76 名（28.7％）、「まったく話さない」68 名

（25.7％）となった。肯定的回答と否定的回答がほぼ拮抗

する形となった（無回答 7 名）。 

 

図 5 「教科学習への肯定的態度得点」のちらばり 
 

教科に関する好意度についても同様に，項目間の関連を

検討したところ、それぞれ中程度の正の相関がみられた

（r=.411―.435）ので，これらの項目も「教科学習への肯定

的態度得点」として肯定的態度が高いほど得点が高くなる

ように得点化（得点範囲：0―9）した。全学年での得点の

ばらつきをヒストグラムで示した（図 5）。 

― 14 ―



田中・藤井・井上・小野田・山本：小学生の環境問題に関するリテラシーを高める要因の検討

そのうえで、環境問題に関するリテラシーを高める要因

を探るため「環境問題に対する知識得点」を目的変数、

「学年」、「外遊び志向」、「環境を守る生活習慣得点」、

「家庭における接触機会頻度」そして「教科学習への肯定

的態度得点」の 5 つを説明変数とする重回帰分析を行っ

た。その結果、「学年」と「家庭での接触機会頻度」、

「教科学習」要因が有意となった。学年が高くなるにつ

れ、家庭での接触頻度が多いほど、そして教科学習への好

意度が高いほど、環境問題に対する知識得点が高くなるこ

とが明らかとなった（表 1）。 

 

表 1 「環境問題に対する知識得点」を目的変数とした重回

帰分析の結果 

 

 

学校での環境に関する授業や活動についての自由記述に

関しては、3年生では記述が少ない傾向が見られたが、4年

生以上では、ほぼ全員が「植じゅ」や「エコの歌」など、

具体的な活動名を挙げていた。一方で「認知症のこと」や

「花の水やり」など、「環境」という問題の認識が曖昧で

あるとも取れるような回答も散見された。 

学校外での活動に関しても同様の傾向があり、4年生以上

の児童では、ほぼ全員が「かいがん清そう」、「はいひん

かいしゅう」、「ブラクのゴミ拾い」などの具体的な活動

名を町内会などの活動と関連して挙げていた。一方で3年

生では回答率が高学年に比べるとまだ低く、加えて「こう

みんかんをそうじした」や「かんき」など、「環境」を広

く捉えた回答が、高学年より多い割合で見られた。 

考察 

調査で得られた各項目の結果を「環境問題に関する知識

得点」との関連を踏まえながら考察する。まず、「外で遊

ぶことが好きですか」という項目に関して、野外での活動

に親しみを覚えるということは、身近な環境や動植物への

興味があるということにもつながり、環境意識が高まるだ

ろうという仮説があったが、ほとんどの児童が外遊びを好

意的に捉えており、この仮説を検証することはできなかっ

た。「外で遊ぶのが好きですか」という質問は、いわゆる

「虫取り」や動植物を使った遊びなのか、あるいは球技や

鬼ごっこなのか、といった細分化をあえてしないで用いた

表現であったが、結果的には子どもの特性を把握するため

の質問としては効果的に機能しなかった。 

環境を配慮した生活習慣も、想定以上に定着しているこ

とが明らかとなり、算出された「環境を守る生活習慣得

点」は指標としてはこの年齢層においては天井効果となっ

てしまっていた。 

一方、環境問題に関する知識に関しては年齢とともに緩

やかに上昇する傾向が見られた。4年生の平均得点が5年生

を上回る形になっていたが、この結果は直近に行われた授

業や活動が影響したと考えられる。自由記述でも、4年生は

学校で行われた環境に関する授業や活動として、多くの具

体的な活動を挙げていた。そのため、こうした活動が環境

問題に関するリテラシーの高さに反映された結果である、

と解釈できるだろう。アンケート実施時期の直前にこうし

た活動が行われたことが、結果に影響する可能性はあるに

せよ、こうした積み重ねによって、学年が上がるにつれ環

境問題に関するリテラシーが向上することが推察される。 

家庭内で環境問題に関して接触する機会については児童

の間の回答にはばらつきがみられ、接する回数が多いほど

環境問題に関する知識が高くなることが明らかとなった。

環境問題に関して若い世代の関心の高さが話題となること

も多いが、小学生の段階においてはマスメディアや SNS か

ら情報を得る機会も限られることから、相対的に家庭にお

ける意識がそのままリテラシーに影響すると考えられる。

そうした点においては、学校が授業や活動以外でも、例え

ば図書室などを通じて積極的な情報提供を行う必要もある

かもしれない。一方、この研究においては「家庭内の接触

頻度」を説明変数として取り扱ったが、学校で培われたリ

テラシーが、児童によって家庭へ波及するという逆方向の

影響が存在する可能性もある。こうした可能性に関しても

検討する必要があるだろう。 

教科に関する好意度が環境問題に対する知識得点に影響

しているという結果は、「環境問題と無関係の人はいな

い」という前提から考えれば憂慮すべき結果であるといえ

よう。たとえ勉強が好きでなくても、環境問題に関する関

心は持ってもらう必要があり、そうした視点からどのよう

にリテラシーを高めていくのかを改めて考えていく必要が

あるだろう。 
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標準化係数 R2
調整済みR2

変数 B 標準誤差 β

下限 上限

切片 0.29 -1.90 2.49 1.11 0.19 0.17 ＊＊＊

学年 0.65 ＊＊＊ 0.43 0.86 0.11 0.37

外遊び -0.04 0.30 0.22 0.13 -0.02

環境配慮習慣 0.04 -0.11 0.20 0.08 0.04

家庭内 -0.49 ＊＊＊ -0.75 -0.24 0.13 -0.24

教科学習 0.16 ＊＊ 0.04 0.27 0.06 0.18
**p <.01.***p<.001.

非標準化係数

95%信頼区間

― 15 ―



地域教育学研究　第 14 巻　第１号（2022）

 

 

付録：本研究で用いたアンケート 

 

 

 

環 境
かんきょう

問題
もんだい

についてのアンケート 
 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。 

私たちは、小学生のみなさんがどのくらい環 境
かんきょう

問題
もんだい

について知って

いるか、知りたいと思っています。そして、これからの環 境
かんきょう

問題
もんだい

の取
と

り組
く

みを考えていきたいと思っています。どうかご 協 力
きょうりょく

ください。 

 

テストではありませんので、思ったとおりに○を付けてください。 

 

また、答
こた

えたくない質問
しつもん

には答えなくてもかまいません。もし、答

えなくてもみなさんのテストの点
てん

が悪
わる

くなったり、だれかに注意
ちゅうい

され

たりして、みなさんが困
こま

るようなことは、一切
いっさい

ありません。 

2021 年 12 月 
鳥取大学地域学部人間形成コース 

地域調査プロジェクト「気候変動と心理学」班  
井上 桃花，小野田 樹，藤井 日菜乃，山本 豪 

 
鳥取大学地域学部准教授 田中大介 

連絡先 tanaka@tottori-u.ac.jp 
0857-31-5165 
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あなたのことについて教えてください。 

 

質問
し つ も ん

１．学年：    年生 

 

 

質問２．年齢
ね ん れ い

：    才
さ い

 

 

 

 

以下の質問
し つ も ん

では、あなたに当てはまるところに〇をつけてください。 

 

例
れい

：あなたはカレーライスが好きですか。 

 

 

 

１．とても好き ２．まあまあ好き ３．あまり好きではない ４．まったく好きではない 

 

 

 

 

 

 

 

質問３．外で遊ぶのが好きですか？ 

 

１．とても好き ２．まあまあ好き ３．あまり好きではない ４．まったく好きではない 

 

 

 

 

 

 

 

大好物
だいこうぶつ

ではないが、好
す

きな方
ほう

だな、 

と思
おも

ったらここを丸
まる

で囲
かこ

む 

次のページへ！ 

ここから、あてはまるところに〇をつけてください 
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つぎにあるような、環境
かんきょう

をまもる活動
かつどう

をしたことがありますか。 

質問４．つかっていない部屋
へ や

のあかりを消す。 

１．よくしている ２．たまにしている ３．ほとんどしない ４．まったくしない 

 

質問５．つかわないときは、水道
すいどう

の蛇口
じゃぐち

を閉
し

める。 

１．よくしている ２．たまにしている ３．ほとんどしない ４．まったくしない 

 

質問６．洗剤
せんざい

やシャンプーなどは必要
ひつよう

な分
ぶん

だけ使
つか

うようにする。 

１．よくしている ２．たまにしている ３．ほとんどしない ４．まったくしない 

 

質問７．物
もの

を長
なが

く、大切
たいせつ

に使う。 

１．よくしている ２．たまにしている ３．ほとんどしない ４．まったくしない 

 

 

あなたは、環境
かんきょう

問題
もんだい

についてどのくらい知っていますか。下の 3つのことばにつ

いて、あてはまるところに〇をつけてください。 

 

質問８．地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

：温室
おんしつ

効果
こ う か

ガスがふえ、地球
ちきゅう

の気温
き お ん

が上がって北極
ほっきょく

などの氷
こおり

がとけ、海面
かいめん

が上 昇
じょうしょう

したり、気候
き こ う

が変化
へ ん か

したりすること。 

１．よく知っている   ２．聞いたことはある   ３．初
はじ

めて聞いた 

 

質問９．大気
た い き

汚染
お せ ん

：車の排気
は い き

ガスや工場
こうじょう

の煙突
えんとつ

から出た煙
けむり

で空気が汚
よご

れること。 

１．よく知っている   ２．聞いたことはある   ３．初めて聞いた 

 

質問１０．土や水の汚染
お せ ん

：工場からもれた物質
ぶっしつ

や農薬
のうやく

などが、土や水を汚
よご

すこと。 

１．よく知っている   ２．聞いたことはある   ３．初めて聞いた 

 
次のページへ！ 
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質問１１．あなたはあなたの家族
か ぞ く

と環境
かんきょう

問題
もんだい

について話しますか。あてはまると

ころに〇をつけてください。 

 

１．よく話す ２．たまに話す ３．ほとんど話さない ４．まったく話さない 

 

 

あなたは勉強
べんきょう

がどのくらい好きですか？教科
きょうか

別
べつ

に教えてください。 

 
質問１２．国語の勉強 

 

１．とても好き ２．まあまあ好き ３．あまり好きではない ４．まったく好きではない 

 

 

質問１３．算数の勉強 

 

１．とても好き ２．まあまあ好き ３．あまり好きではない ４．まったく好きではない 

 

 

質問１４．理科の勉強 

 

１．とても好き ２．まあまあ好き ３．あまり好きではない ４．まったく好きではない 

 

 

質問１５．学校で環境
かんきょう

についての授業
じゅぎょう

、活動
かつどう

をしたことがあれば書いてくださ

い。 

 

                  

        

質問１６．学校ではないところで、環境
かんきょう

についての活動
かつどう

をしたことがあれば書い

てください。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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